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【編集後記】

2011年3月 11日の東日本大震災によって、多くの尊い命が失われた。亡くなられた方々

に哀悼の意を表ずるとともに、被災された）j々 に心よりのお見舞いを申し上げたいD さら

に、震災に追い打ちをかけるように起こった福島第一原発事故はいまだ終息する気配がみ

えず、今後の接興には多くの時間がかかるととは確実で、ある。

そうした中、間学生の一時帰国が相次ぎ、また 4月以降の入学者滅も予想される事態に

至った。それらの現実により、留学生受け入れや教育が、その国（日本）が安心安全であ

ること等を前提に進められていたという当然のことに改めて気づかされることになった。

一方、世界番閏から、レスキュー｜珠や義援金など多くの人的物的支援が、日本に脊せら

れたことは嬉しいニュースであり、恒常的な国際交流・支援を双方向的lこ継続していくこ

との重要性がまた強く想起されるところとなった。

そうした意味において、留学生教育は、多くの実践を重ね、また様々な方面からの研究

を深化させ、これまで以上に国際受流・支援活動の中長期的な役割jを果たしていくことが

一層求められてくるのではないだ、ろうかc 本紀要所載の5本は、それらに資する論考であ

ると考えている。
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